
、



い） 「必要十分条件」の示し方 お = k で 2成分表記
→ や「⇒」「⇐」をそれぞれ示し
ていく

a = k h . . . D

!

|c=kd... s o d
kを消してみよう

② 同値性を保ったまま示していく とする
→ ②がいけるなら、書く量が少な年

（i)bキ0のとき
今回は一・・ Dより にも
おとなが平行 したキで、サキが

見 ② に代入して C=も.d
た=kら となる実数kが存在 は h e a d

↳ これで式で進めていって

!

D i o n e

，。
が秕
湖が
旬

よって'D=0のとき、k=fで定めれば
ホキで、大キオより、

"

.たが平行で D

!

を満たす kも存在し、
Dキ0のとき、

あるための必要十分条件は、 そのようなkは存在しないので、
お=何を満たす実数1.tt？_存在すること Do今の②を満たすkが存在.
である。 で あ る 。 一



い ま が a d - f c = 0 より

#

は ない※ながpcqaeeo となる。 f
これが成り立たないような（P，8）を探せば、 おとなで
（IX）が示せてバンザイ 表せない！

ここで、 （P，

!

=（c，-a）とすると、 （2） らとさを成分でおいて（4変数）
PC- f a = a ' t d であり、 式4つでコツコツやってもいいが、メンドい.
題意より お も で つまり G.リキ（O.O） 垂直条件をうまく使う.（上の考察）
t .

$
.

.......|
お、（a.C）に垂直なベクトルの1つとして
（c，-a）があるので、 なん=0よりよって、例えば（P.8）=（c，-a）に
お=k(c，-a） （kは実数）と表せる。対して.のかつ②を満たす実数 r,S

は存在しないので、 （刈は示された。囮 '礴文で OK！方も表せる .

☆ で（いりはらに垂直.
に算

"

！
※：/家（a.

❤

D = a o l . b e = 0 は myた。条件、
これと必ず



同様に古=（bid）に対して
ただ 0より た1（1，-_-た）には実数） よって.たetK-a）
と表せる。」2変数に対してあと2式で - _ - 珍 となる。

解ける！
ここで .な芸= 1 より
" " が

糸と同じ
ように式
で考えた
が"

解くと議論できそう.D a y 前回の初見動画ではゴリゴリだ 。

"

」

連立方程式を解いたが、実はに）が
誘導になっていて、気付くとラクなので

同様に大.た 1より 今回はそれで！（本番で気付くのは
K(head）=I 大変かも-.-） ここに.た，たと9
b c a 學 す=rが+sF ←内積をとって（2）の

形を作ると、
K=hctad_ r , S がポロっと

求まる .


